
 

 

 

 

 

 

 

 

 さあ、教室のスタートです！子ども達と一緒に元気に頑張って行きたいと思いますので、宜しく

お願い致します。 

 さて、今月のテーマは「思いっきりサーキットする！」とにかく、あの大きな部屋いっぱい使っ

て一人一人が思いっきり力を発揮し、意欲的に活動できるようにしていけるようにがんばります。    

また、はやく教室の雰囲気（「私に」でしょうか？）にも慣れ心身ともに楽しめることと、教室

内やサーキットのルールも覚えられるように活動していきたいと思います。 

 

 「もうおっきくなったしなっ！」と自信に満ち溢れた顔でやってくる年中体育っ子。 

サーキットにも、意欲的に挑戦し、新しい動きにも積極的にチャレンジしているようです。 

たくさんのお友だちとふれあえるような遊びにも取り組んでおり、またサーキットの中でも「２人

組コーナー」を作るなどして、友だちとも数多く関われるようにします。そんな中で、新しいお友

だちを作ったり、子ども達の世界が広がればと思っています。技能面では「マット運動・前転」に

挑戦します！  

 

 

 「貫禄」「自信」という言葉が、子ども達の後ろに見え隠れするようになりました。ともみ先生

（新しい先生）に逆上がりを教えてもらって、現在奮闘練習しています！逆上がり、跳び箱など技

能の獲得も活動の中に入って来てきます。「難しい」「なかなか出来ない」ということも、練習した

ら出来るようになる！ということを伝え、目標にむかって頑張る事が大切だということにつなげて

いきたいと思います。また、毎月最低１回は、サーキットをお休みして“ドッヂボール”を年間を

通じて取り組んでいきます。ルールや子ども達の動き、そして楽しさを毎回ステップアップしなが

ら、ゲームを作っていきます。その中で協力することやルールを守ること、その中で工夫すること

を学んでいきたいと思います。 

 

 教室にやってくるなり、ボールを蹴りだす子ども達。試合もなんとなくわかっている様で（？）

みんなでボールを蹴りあっています。あまりルールを先行させず、サッカーの本質である「ボール

をゴールにいれる」、「奪い合う」という面を重視し、子ども達の動きを見守ろうと思います。だか

ら手を使おうが、先生にしがみつこうが OK です！試合の中から、子ども達と一緒に技術的なテー

マを見つけ出し、遊びの要素を取り入れた練習をしたり、ルールも少しずつ覚えて行きたいと思い

ます。 

 

 引き続き少人数でのミニゲームを中心に活動していきます。シュート練習にも取り組んでいきま

す。すべての活動に「判断する」要素を取り入れていきます。「状況判断」はサッカーの一番の面

白さであり、勝敗を左右する重要な要素です。レベルや質の違いこそありますが、世界の一流プロ

プレーヤーにも、幼稚園の子ども達にも求められるものであり、出来る事必要な事でもあります。

そして一番奥深く、難しいことでもあります。「難しいことこそ、時間をかけてじっくり教えなさ

い」僕が若い頃、アルゼンチンユースチームのコーチにもらった大切な言葉です。子ども達の可能

性が広がり、サッカーが大好きになるように活動したいと思います！ 
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